
　

道
隆
寺
は
府
中
町
で
最
も
古
い

名め
い

刹さ
つ

（
寺
）
で
あ
る
た
め
、「
伊い

せ
の
む
す
め

勢
女
」

に
関
す
る
縁え

ん

起ぎ

口く

伝で
ん

書し
ょ

が
残
さ
れ

て
い
る
。

　

府
中
町
重
要
文
化
財
保
護
協
会

『
安
芸
府
中
の
文
化
』第
五
集
の
中

に
、
小
林
利
宣
「
町
の
歴
史
」
が

あ
り
、
こ
の
中
の
「
民
話
二
題
」

に
三
種
類
の
「
伊
勢
女
」
の
話
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
道

隆
寺
に
残
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
宝

永
七
年
（
１
７
１
０
）
寅
三
月
の

紀き

年ね
ん

銘め
い

の
あ
る
「
木
版
」
に
よ
る

「
安
芸
国
府
道
隆
寺
本
尊
略
縁
起
」

（
以
下
、「
略
縁
起
」）。
第
二
は
、

同
じ
く
江
戸
時
代
の
安
政
四
年

（
１
８
５
７
）
に
上

じ
ょ
う

梓し

（
出
版
）
さ

れ
た
二
宮
五
礼
著『
芸げ

い

備び

名な

取と
り

合あ
い

』

（
以
下
、「
名
取
合
」）
の
も
の
。
第

三
は
、
菅
原
守
編
『
芸
州
府
中
荘

誌
』
昭
和
七
年(

以
下
、「
府
中
荘

誌
」)

の
話
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話

は
微
妙
に
異
な
る
が
基
本
的
に
は

同
じ
で
あ
る
。
以
下
、
何
回
か
に

分
け
て
順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
。

　

第
一
の
「
略
縁
起
」
は
、
今
か

ら
約
３
０
０
年
前
に
版
刻
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
文
章
が
長
い
の
で

原
文
に
は
な
い
句
読
点
を
適
当
に

入
れ
た
。

　

「
当
寺
本
尊
み
す
じ
の
う
ち
に

安
置
し
奉
る
薬
師
如
来
は
、
弘
法

大
師
の
御
自
作
大
同
元
年
の
開
基

に
て
、
其
の
砌

み
ぎ
り

は
府ふ

白は
く

山ざ
ん

無む

量
り
ょ
う

寿じ
ゅ

院い
ん

薬や
く

王お
う

寺じ

と
号
す
。
い
つ
の
此
よ

り
か
破
壊
に
及
本
堂
一
宇
残
り
し

此
も
破
れ
戸
び
ら
落
、
本
尊
薬
師

如
来
、雨
露
に
さ
ら
さ
れ
玉
う
時
、

一
條
院
の
御み

宇よ

正
暦
年
中
、
九く

條
じ
ょ
う

家け

摂せ
っ

政
し
ょ
う

関か
ん

白ぱ
く

道ど
う

隆
り
ゅ
う

公こ
う

、
七し

ち

堂ど
う

伽が

藍ら
ん

を
建
立
し
玉
う
。
其
由
来
を
尋た

ず

ぬ

る
に
、
里
民
集
り
早
苗
取
る
中

十
五
才
の
童
女
い
せ
、
五さ

み

だ

れ

月
雨
に

仏
の
ぬ
れ
給
ふ
を
見
て
悲
し
む
余

り
に
自
ら
着
た
る
竹
の
皮
笠か

さ

を
仏

に
き
せ
奉
り
其
身
は
い
た
く
ぬ
れ

な
が
ら
終
日
田
を
植
取
ら
る
骨
に

も
通
ら
ん
と
覚
ゆ
暮
に
、
直す

ぐ

様さ
ま

我

屋
に
帰
る
時
少
し
も
ぬ
れ
ず
、
み

め
か
た
ち
瑠る

璃り

の
光
り
あ
ら
わ
れ

よ
き
美
女
に
な
り
ぬ
。
其
此
当
国

は
九
條
家
の
領
地
な
ど
に
て
有
し

に
や
又
は
如
来
の
霊
験
ゆ
え
に
や

道
隆
公
此
女
を
都
へ
召
上
ら
せ
る

容
色
誠
に
無
双
な
れ
ば
、
い
と
も

か
し
こ
く
公
常
に
御
寵
愛
な
る
に

よ
ろ
こ
べ
る
気
色
も
な
く
唯
物
思

う
す
が
た
な
れ
ば
公
あ
や
し
み
古ふ

る

郷さ
と

に
何
を
か
思
う
望
み
あ
ら
ん
事

は
遂と

げ
え
さ
せ
ん
と
な
り
時
に
、

右
霊
仏
の
よ
し
を
ぞ
言
上
し
玉
ひ

し
か
ば
、
公
感
じ
給
ひ
即

す
な
わ
ち

伽
藍
を

建
立
し
、
寺
領
寄
付
し
給
ひ
て
桑く

わ

多た

山さ
ん

安あ

芸き

院い
ん

道
隆
寺
と
て
改
号
な

り
ぬ
。（
以
下
略
）」

　

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭

〔
第
74
回
〕　

道
隆
寺
⑰

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター　☎２８６－３２６６

道隆寺（現在）弘法大師像

◆環境センターへのごみの持ち込みは受け付けていません。

1月11日
(月／祝)

北部 普通ごみ（月・木曜日地区）

南部 有価物（月曜日地区）

2／11
(木／祝)

北部
普通ごみ（月・木曜日地区）
埋立ごみ・有害物（第2回目木曜日地区）
ペットボトル・紙パック・白色トレイ
　（第2回目木曜日地区）

南部

埋立ごみ・有害物（第2回目木曜日地区）
ペットボトル・紙パック・白色トレイ
　（第2回目木曜日地区）
大型ごみ（浜田２丁目・柳ケ丘1～40番）
※有価物収集は行いません。

午前8時30分までにごみステーションに出してください。
ごみの 特 別 収 集 　有価物（新聞、雑誌、ダンボール、布、ビン、缶、金属

類)は、再資源化等のため、品目別に順番に収集しています。
　すでに収集が終わっている品目は、後から出さないでく
ださい。みなさんのご協力が必要です。

　有価物の収集は

　庭木を剪定した枝は50cm以下に切って、30cm以下に束
ねて搬入してください。小さな枝、草や葉は中身の見える
袋に入れて搬入してください。

　庭木を剪定したら

　年始は、１月４日㈪から平常どおり業務を開始します。
年始はたいへん込み合いますので、時期をずらすようにご
協力をお願いします。持ち込みは、ごみステーションに出
す要領で分別してください。

　環境センターへのごみの持ち込み

受付時間　 月～金曜日まで。(祝日・年末年始を除く)
午前９時～11時30分、午後１時～３時30分【時間厳守】
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